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●アウトライン 

１．ヤコブとヨハネと母の願い 

 ・三回目に十字架と復活を予告するイエス・キリスト 

 ・キリストの右の座、左の座を求めた人たち 

 ・弟子たちの間にあった権力争い、他人との比較 

２．仕える者となりなさい 

・「仕える者」と「僕」の意味 

・キリストはなぜ私たちに仕える者となるようにおっしゃるのか。 

 ①この世の中では、偉い人が権力を振るっているけれども、神の国はそういう場所では

ないから。 

 ②私たちの頭であるイエス・キリストが、すべてに人に仕えるために来られたから。 

・神は、私たちが他人との比較の生き方から脱却して、互いに仕え合い、大切にし合う、

本当の人間関係の喜びを生きてほしいと願っておられる。 

・キリストの十字架と復活の道に倣って 

 

●聖書箇所 

【マタイによる福音書 18章 4節、新約聖書34ページ】 

「自分を低くして、この子どものようになる人が天の国でいちばん偉いのだ。」 

 

【マタイによる福音書 16章 25節、新約聖書32ページ】 

「自分の命を救いたいと思う者は、それを失うが、わたしのために命を失う者は、それを得

る。」 

 

【フィリピの信徒への手紙 2章 3-8節、新約聖書 362-363ページ】 

「何事も利己心や虚栄心からするのではなく、へりくだって、互いに相手を自分よりも優

れた者と考え、めいめい自分のことだけでなく、他人のことにも注意を払いなさい。互いに

このことを心がけなさい。それはキリスト・イエスにもみられるものです。キリストは、神

の身分でありながら、神と等しい者であることに固執しようとは思わず、かえって自分を

無にして、僕の身分になり、人間と同じ者になられました。人間の姿で現れ、へりくだって、

死に至るまで、それも十字架の死に至るまで従順でした。」 


